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■施設概要
所在地：静岡県浜松市東区中田町 776
運営主体：社会福祉法人　七恵会
対象年齢：生後 6 か月～小学校就学前まで
開所時間：午前 7 時～午後 6 時 30 分
保育標準時間：午前 7 時～午後 6 時
保育短時間：午前 8 時～午後 4 時
預かり保育：あり
休園日：日曜、祝日、年末年始
定員：120 名（0 歳児 15 名 / 1 歳児 21 名 / 2 歳児 21　　　
　　　名 / 3 歳児 21 名 / 4 歳児 21 名 / 5 歳児 21 名）
付帯事業：子育て支援ひろば「きらり」
併設事業名：児童発達支援事業所 ながかみ

■運営概要
一人ひとりのその人らしさを大切にをコンセプトに、「住
み慣れた家で、家族と共に、地域社会と繋がりながら暮
らす」という考えから始まった社会福祉法人七恵会によっ
て運営されている。その考えをもとに、保育園自体を大
きな家として、保育士も、キッチンやお掃除のスタッフも、
お隣の高齢者施設の方々も、みんなが 1 つの大きな家族
と捉え、世代を超えてお互いを必要とされる「昼間の家
庭」を目指している。大きな家族として環境を共有して
過ごし、その家族が営む生活の中で、子どもたちは生活
の大切なことを学び、未来の生活の基礎をつくっていく。

図１．立地周辺（Google マップから引用 https://www.

google.co.jp/maps/@34.7369232,137.7609809,348m/

data=!3m1!1e3）

上島駅から徒歩２３分。畑や住宅に囲まれている。

写真１．外観写真

写真２．内観写真　ランチルーム

壁がガラス張りになっており、日の光が差し込む。また、

吹抜けになっていることから開放的な空間となってい

る。

レイアウトマスターB

どの子も、どの大人も一人ひとりの違いを認め、
自分にないものを感じて、お互いの力を借りた
り、出し合うことでより幸せになれる。そんな
少し大きな家を目指している保育園。子どもの
遊びの自由を大切にしており、児童発達支援事
業所を併設し、ハンディキャップのある子もな
い子も共に生活し、互いに影響を与え合ってい
る。
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■保育方針
どこに散歩に行くのか、 いつランチを食べるのか、 だれ
と遊ぶのか、子どもたちは自分で考え、自分で決めて生
活している。与えられるのではなく、好きな遊び・好き
な場所・好きな人を選べるような子どもたちの主体性を
育てる。
〇時間の自由
登園して朝の支度と体操をした後は、子どもが自由に時
間の使い方を決めている。ランチの時間も自由であり、
11 時 15 分から 13 時までの間なら、いつランチルーム
に行っても構わない。このように自分で決められる日課
が毎日続き、行事など大人の都合で時間が不規則になる
ことがないため、子どもはいつでも安心して生活を送れ
る。
〇空間・選べる自由
大きなお家である園のどこで過ごすのかは、子どもの自
由。子どもが外に散歩しに行きたいのなら、安全のため
に引率の保育士を増やして希望をかなえる。また、だれ
と過ごすのかを選べる自由があり、好きな人と思い切り

図２.園内案内図・クラス分け (https://www.nanakeikai.jp/pdf/nagakami-hoikuen.pdf)

園庭を挟み、建物が２棟に分かれている。園庭が広く、子どもたちの遊び場を重要視している。クラスは年齢別クラスと異年齢ク

ラスが棟の中で混ざっており、異学年同士の交流を促している。
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遊んだり、いろいろな人と多様な関わりを持ったりする
ことで、子どもの心を育てる。このようにして子どもた
ちの主体性を大事にしている。
〇異年齢保育
2 歳児～ 5 歳児は「かぜ」「そら」「ひかり」の３つの異
年齢グループで遊び以外の時間を生活し、着脱、排泄、
食事など、大きい子が小さい子の見本となる。自分でで
きることは自分でやり、できないことは助け合う。大き
な家族として生活の場を共有することで、大人の介入が
なくとも、子ども同士で問題解決をしたりなど、子ども
同士がお互いに影響を与え合い、共に育て合う環境をつ
くっている。
〇統合保育

「ハンディキャップのある子もない子も、発達の道筋は同
じ」を理念に、同じ敷地内に児童発達支援事業所を併設
し、共に生活をしている。発達が早い子もゆっくりな子も、
それぞれのステップを確実に上がることが成功体験にな
り、自己肯定感を育んでいく。
〇コーナー保育
なかよし（ファンタジー、構成、製作）わんぱく（散歩、
集団遊び、プール）いただきます（野菜づくり、クッキング、
保存食づくり）の各コーナーで「やりたい、見たい、挑
戦したい、好き」という探求心や意欲を軸に、子ども自
身がワクワク取り組めるようプログラム作りをしている。
子どもたちは、自ら選択し、主体的に遊びにかかわって
いく。その他、粘土ワーク、木工ワーク、パステルワー
クや、バスで行く遠出散歩が週 1 回ずつ、子どもたちの
選択肢に加わる。

■建築的特徴
園庭を挟んで建物が 2 棟に分かれている。建物の内観は
木材を多く使用しており、木の温もりによるアットホー
ムな雰囲気に包まれている。家のような居心地の良い空
間にするために、吹抜けや広いスペース、壁をガラス張
りにしたりなど、開放的な空間を演出している。また、
園庭が大きく、子どもたちが自由に遊べるような遊具が
たくさんあり、丘があったりなど、子供の成長を促す環
境が整っている。

写真３．内観写真　大きな黒板

廊下に大きな黒板が設置されており、子どもたちが自

由にお絵描きができたり、折り紙を貼り付けている。

子どもたちの自由を大切にしている。

写真４．内観写真　ホール

建物内には広いスペースがいくつか設けられており、

そこでお遊戯をしたり、おひるねを取っている。木材

を多く使用したアットホームな雰囲気に包まれている。

写真５．園庭

広い敷地を利用して園庭は広々と開放的な空間となっ

ている。子どもたちの遊びの自由や主体性を大切にし

ていることから、遊具がたくさんあったり、丘があっ

たりなど、探求心を育てる環境が整っている。


